
国
立
公
園
に
お
け
る
自
然
環
境
調
査

で
の
無
人
航
空
機
（
ド
ロ

l
ン
）
の
活
用

株
式
会
社
地
域
環
境
計
画

は
じ
め
に

地
域
の
自
然
環
境
、
と
り
わ
け
動
植

物
の
生
息
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
は
、

そ
の
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
検
討

す
る
際
の
基
礎
情
報

（根
拠
資
料
）
と

な
る
た
め
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
取
り

組
み
で
あ
る
。
特
に
国
立
公
園
は
わ
が

国
の
生
物
多
様
性
の
屋
台
骨
で
あ
り
、

公
圏
内
の
現
状
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、

課
題
を
抽
出
し
て
施
策
に
反
映
し
て
い

く
こ
と
は
、
わ
が
国
の
生
物
多
様
性
を

保
全
し
て
い
く
上
で
重
要
な
意
味
を
も
っ
。

現
状
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
は
、

主
に
動
植
物
の
分
類
の
知
識
を
有
す
る

調
査
員
が
現
地
を
踏
査
す
る
こ
と
に
よ

り
行
う
が
、
こ
こ
に
大
き
な
課
題
が
あ
る

0

．
人
が
行
け
な
い
場
所

（広
大
な
湿
地

帯
、
急
峻
な
崖
な
ど
）

．
人
が
見
え
な
い
も
の

（暗
闇
で
活
動 東

京
支
社

佐

々

木

孝

太

郎

支
社
長

す
る
動
物
な
ど
）

こ
の
二
点
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

十
分
な
調
査
、
情
報
収
集
を
行
う
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。

人
が
行
け
な
い
場
所
、

見
え
な
い
も
の
を
見
る

そ
こ
で
、
当
社
で
は

「行
け
な
い
と

こ
ろ
を
見
に
行
く
、
見
え
な
い
も
の
を

見
る
」
た
め
に
無
人
航
空
機

（以
下
、

ド
ロ
l
ン
と
い
う
）
の
活
用
を
始
め
た
。

広
大
な
面
積
、
多
様
な
自
然
環
境
を
有

す
る
国
立
公
園
に
お
い
て
は
、
ド
ロ
ー

ン
を
自
然
環
境
調
査
へ
導
入
し
使
い
こ

な
す
こ
と
で
、
こ
の
大
き
な
課
題
を
解

消
す
る
だ
け
で
な
く
、
従
来
よ
り
も
有

益
な
情
報
を
収
集
、
提
供
で
き
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
。

ま
ず
は
業
務
で
の
利
用
を
可
能
に
す

る
た
め
、
入
念
な
飛
行
訓
練
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
法
規
制
な
ど
の
情
報
収

集
を
行
い
、
平
成
二
九
年
九
月
に
国
土

交
通
省
航
空
局
の
包
括
許
可
・
承
認
を

取
得
し
、
調
査
で
の
活
用
を
開
始
し
た
。

ド
ロ

l
ン
の
機
体
の
飛
行
性
能
や
、
そ

れ
に
付
随
す
る
カ
メ
ラ
の
性
能
は
年
々
向

上
し
て
お
り
、
実
用
性
や
安
全
性
、
取

得
デ

l
タ

（画
像
や
位
置
情
報
）
の
品

質
も
、
業
務
で
の
使
用
に
十
分
耐
え
う

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
可
視
光
カ
メ
ラ

の
解
像
度
の
向
上
（
コ
ン
シ
ュ
ー
マ

l
向

け
の
ド
ロ

l
ン
で
も
静
止
画
で
二
、
0
0

0
万
画
素
、
動
画
は
4
K
の
画
質
）
に
よ

り
、
位
置
情
報
付
き
の
高
精
細
な
空
撮

が
行
え
る
だ
け
で
な
く
、
最
近
で
は
赤

外
線
カ
メ
ラ
や
マ
ル
チ
ス
ペ
ク
ト
ル
カ
メ

ラ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ン
サ
ー
類
を
搭

載
で
き
る
機
種
も
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
お

り
、
今
後
調
査
へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
る
。

ド
ロ
！
ン
の
活
用
事
例

当
社
で
も
ド
ロ

l
ン
の
活
用
を
開
始

し
て
以
降
、
国
立
公
園
で
は
阿
寒
摩
周

国
立
公
園
の
特
別
保
護
地
区
で
あ
る
硫

黄
山
周
辺
の
つ
つ
じ
ヶ
原
で
、
ハ
イ
マ
ツ

の
分
布
や
枯
損
状
況
を
確
認
す
る
た
め

の
植
生
の
空
撮

（一

O
O
M
程
度
）
を

実
施
し
た
ほ
か
、
日
光
国
立
公
園
の
戦

場
ヶ
原
で
毎
年
秋
に
行
わ
れ
て
い
る
シ

カ
の
生
息
数
調
査
で
は
、
平
成
二
九
年

度
に
初
め
て
ド
ロ

l
ン
を
調
査
に
導
入

し
、
こ
れ
ま
で
調
査
で
き
て
い
な
か
っ
た

広
大
な
湿
原
内
を
上
空
か
ら
観
察
す
る

こ
と
で
、
シ
カ
の
確
認
に
努
め
た
。
残

念
な
が
ら
、
シ
カ
の
個
体
の
確
認
に
は

至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
湿
原
内
に
縦

横
に
走
る
シ
カ
道
の
存
在
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
シ
カ
は
夜
間
に
活
動

す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
赤
外
線
カ
メ

ラ
を
搭
載
し
た
ド
ロ
l
ン
で
夜
間
に
湿

原
内
の
調
査
を
実
施
す
れ
ば
、
活
動
中

の
個
体
が
確
認
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、

国
立
公
園
で
は
な
い
が
、

魅
力
あ
る
仙
台
の
自
然
や
生
き
も
の
に

関
す
る
動
画
や
音
声
の
発
信
を
目
的
と

し
て
、
仙
台
市
環
境
局
環
境
共
生
課
で

運
用
し
て
い
る

「仙
台
×
生
物
多
様
性

（
）
お
ら
ほ
の
生
き
も
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

1
」

と
い
う
ペ
O
E
寸
口

σ。
ア
カ
ウ
ン
ト
に
掲

載
す
る
た
め
、
ド

ロ
l
ン
を
用
い
て

廉価版のド口ーン

4K動画の撮影が可能
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戦場ヶ原の湿原内に縦横に走るシカ道

（対地高度100m。動画より切り出し）

「名
取
川
（
秋
保
温
泉
付
近
）
の
カ
ジ

カ
ガ
エ
ル
の
生
息
環
境
」
の
動
画
撮
影

を
行
っ
た
（
宮
Gω
に
＼
若
者
者
・

3
c
z
g．

8
5＼
君
民
各
ぎ
H
凶
ー－o司
。
司
－

2ζ
。）。

さ
ら
な
る
活
用
を
目
指
し
て

ド
ロ

l
ン
は
、
建
設
土
木
の
分
野
で

は
活
用
が
進
ん
で
い
る
が
、
自
然
環
境

調
査
（
生
物
調
査
）
へ
の
応
用
は
、
植

生
の
空
撮
以
外
で
は
ま
だ
研
究
段
階
の

も
の
が
多
く
、
実
用
事
例
も
少
な
い
。

そ
こ
で
当
社
は
、
ド
ロ

l
ン
の
活
用
を

一

層
推
進
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た

「
パ

i
ズ
ア
イ
・
リ
サ
ー
チ
研
究
会
（
宮
否
問
＼
＼

E
E
8
3内
8
5＼）
」
の
設
立
企
業
の

一

つ
に
加
わ
り
、
研
究
会
に
お
い
て

「自

然
環
境
調
査
で
ド
ロ

l
ン
を
用
い
て
何

が
で
き
る
の
か
」
を
検
証
す
る
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
二
九
年
三
一
月
に
は
、
赤
外
線
カ
メ

ラ
を
搭
載
し
た
ド
ロ

l
ン
で
樹
林
内
に

い
る
動
物
を
ど
の
程
度
補
足
で
き
る
の

か
を
確
認
す
る
た
め
、
シ
カ
や
キ
ツ
ネ

に
見
立
て
た
発
熱
体
を
林
床
に
置
き
、

樹
冠
の
関
空
率
や
撮
影
高
度
を
変
え
な

が
ら
夜
間
撮
影
を
実
施
し
た
。
こ
の
よ

う
な
形
で
、
新
し
い
機
材
を
調
査
で
活

用
し
う
る
条
件
の
蓄
積
に
努
め
て
い
る
。

国
立
公
園
の
紹
介
や
国
立
公
聞
に

お
け
る
自
然
解
説
、
体
験
へ
の
応
用

そ
の
他
の
ド
ロ

l
ン
の
活
用
法
と
し

て
は
、
国
立
公
園
の
見
所
を
空
撮
動
画

で
紹
介
し
た
り
、
そ
れ
を

V
R
（
バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
）
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト

へ
転
送
し
て
臨
場
感
の
あ
る
風
景
を
上

空
か
ら
術
搬
し
、
自
然
の
雄
大
さ
を
体

感
し
て
も
ら
う

「空
中
散
歩
」
の
サ
ー

ビ
ス
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
近
い
将
来
、

空
撮
動
画
を
多
く
の
人
が
同
時
に
ラ
イ

ブ
で

V
R
体
験
で
き
る
日
も
来
る
で
あ

ろ
う
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
山
頂
な
ど

の
主
要
眺
望
点
に
赴
か
な
く
て
も
、
そ

の
時
の
景
色
を
リ
ア
ル
に
体
感
で
き
る

の
で
、
体
力
的
に
厳
し
い
高
齢
者
や
、

障
害
の
あ
る
方
々
に
と
っ
て
、
最
も
望

ま
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

’ii首耐湿 L r ヨ園・.－v.. l!'~.....W•l"'l哩.，..圃置E畠市話番鑓 1・よヨーーーーーー－週直面描画祖国U.lii＿.恒雄r・h・

赤外線カメラでの撮影試験。真上関空率50%の林床に熱源を置き、どの程度の高度まで感知できるかを試験（左から対地高度

20m、50m、100m。白丸内が熱源）。 1m程度の大きさの熱源であれば、 高度100mでも感知可能であった。

お
わ
り
に

こ
の
よ
う
に
、
活
用
の
仕
方
次
第
で

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
秘
め
た
ド
ロ
ー

ン
で
あ
る
が
、
活
用
を
推
進
す
る
上
で

は
、
安
全
面
に
は
十
分
に
注
意
を
払
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
現
在
は
自
動
車
の
よ

う
な
運
転
免
許
制
度
は
設
け
ら
れ
て
い

な
い
が
、
ド
ロ

l
ン
の
操
作
を
行
う
に

は
、
座
学
で
の
法
令
関
係
の
知
識
を
は

じ
め
、
気
象
や
航
空
力
学
、
機
体
に
関

す
る
基
礎
知
識
の
習
得
と
、
実
技
訓
練

で
操
作
技
術
を
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と
が

必
須
条
件
と
言
え
る
。

今
後
も
技
術
が
進
歩
し
、
よ
り
高
性

能
な
ド
ロ
l
ン
が
出
て
く
る
こ
と
は
疑
う

余
地
が
な
い
。
活
用
す
る
側
の
我
々
も
、

そ
の
可
能
性
を
見
出
し
、
そ
の
性
能
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
準
備
を
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
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佐
々
木
孝
太
郎
・
さ
さ
き
こ
う
た
ろ
う

株
式
会
社
地
域
環
境
計
画
東
京
支
社
支
社
長

東
京
都
生
ま
れ
。

技
術
士
（
環
境
部
門
自
然
環
境
保
全
）

生
物
分
類
技
能
検
定
一
級
（
魚
類
）

〈
会
社
概
要
〉

生
物
多
様
性
の
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
環

境
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
。
全
国
七
カ
所
に

拠
点
を
置
き
、
地
域
性
を
重
視
し
た
対
応
で
、

自
然
環
境
調
査
、
生
物
多
様
性
の
保
全
、
鳥

獣
被
害
対
策
、
環
境
教
育
な
ど
を
手
掛
け
る
。
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